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　本文は，原稿作成の執筆要領です．

1．目的

　本概要は，聴講者（教員，受講生）の便宜のために作成します．したがって，聴講者が研究の目的，考え方，手法および結論を理解できるように配慮して作成して下さい．

2．用紙設定

　原稿は，印刷した場合のページ数がA4版・4ページ程度となるよう原稿を作成して下さい．ファイル形式は，A4版・縦（210×297mm）とし，上下余白各18mm，左右余白各15mmを必ず確保して下さい．

3．書式

　横書き，48文字／行，42行／ページ程度を標準とします（2段組の場合24文字／行）．本文の文字の大きさは10または10.5ポイント程度とし，フォントは，英数字はTime（Times New Roman）／Helvetica／Symbol等を，日本語は明朝，ゴシック等を使用して下さい．日本語フォントにおけるギリシャ文字（σδε等）の使用は可能ですが，機種／フォントに依存する特殊文字，半角カナおよびＨＧ系のフォントは文字化けの原因となりますので使用しないで下さい．
4．表現方法

　文字色は黒とします．図・表・写真等については色の制約はありませんが，白黒印刷した際に問題が生じないよう配慮して下さい．

5．書き出し

　原稿の1ページ目には，題目・学籍番号・氏名・担当教員・本文の順に書いて下さい．題目はゴシック太字としてください．
　題名は第1行の中央に配置してください．次に1行あけて，学籍番号・氏名・担当教員名（研究グループ名）を右側に寄せて書き，1行あけて本文を書き出して下さい．

6．キーワード

　1ページ目最下段に罫線を入れ，キーワード（5語まで）を記述して下さい．
7．章，節番号

　章，節はゴシック太字としてください．また，節以下は，以下のようにゴシックで示して下さい．
7.1　節
(a) 項
8．図・表・写真

　図・表・写真等は原稿に直接貼り付けることとし，別ファイルにしないで下さい．
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